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スコアを手がけるのは 97 年に映画『タイタニック J で

アカデミー賞・音楽賞を受賞したジ‘工ームズ・ホーナー 1

発売・販売元:工イベックス・マーケティング(株)



物語の展開が全く予想、できず、片時も目が離せませんで、した。

そして、主人公が父親から言われた「怖れるな。」という言葉で、

恐怖に打ち勝っていく姿には、ファイターとして共感の念が湧きました。

武蔵さん (K-1 ファイター)

“戦う"とは、“生きる"ということ。“生き続ける"とは、

“戦い続ける"ということ。ドキドキが止まらない。

鈴木みのるさん(プロレスラー)

あまりにも残酷で力強し通人間の生き方がここにありました。

恐れは病。恐怖を乗り越えた時、本当の生きる意味や
強さを見つけられるのだと、この作品が教えてくれました。

青山倫子さん(女優)

最初の衝撃からラストまで、目を覆いたいのに見てしまう。

平和な私たちに、恐れないことの真の強さを教えてくれる映画で、すO

佐藤和沙さん(グラビアアイドル)

“誰かのために生き抜く"という想いがもたらす強さに圧倒されました。

そして、“生きることをあきらめない"という最高の愛情を一緒に体験しました!

山本梓さん(タレント)

“必死"や“命懸け"という言葉が意味するものの究極形というべきか。

とにかく恐ろしくパワフルな娯楽作で、あることは間違いない。

Weekly びあ 別冊 MOVIE ぴあ 07春号(順不同)

舞台は、マヤ文明後期の中央アメリカのジ‘ヤンク、ル。

主人公のジ、ヤガー・パウ(ルテεィ・ヤンク.ブ.ラッド)は、誇り高き民族の血統を受け継ぐ青年。

恐怖も争いも存在しない楽園のような村で、妻や仲間たちと平和に暮らしていた彼は、

ある日、マヤ帝国の傭兵の襲撃を受け、都会に連れ去られてしまう。

干ばつを鎮めるための儀式に駆り出され、無残な生け賢になりかけるジャ力一-パウたち。

その過酷な運命を逃れたと思ったのもつかの問、次に彼らを待ち受けていたのは、

人間狩りの標的にされる試練だった。そのフィールド、で‘果敢に逃走をはかるジ、ヤ力一-パウ。

村に残してきた妻子を救いたい。

ただその思いだけを胸にジヤンク、ルの中に飛び‘込んだ彼は、

執劫な追っ手と跡、ながら、ひたすら村をめざして走り続ける一一一。


